
                     

【
日
時
】
2
月
28
日
（
土
） 

【
開
場
】
午
後
1
時
30
分 

【
開
演
】
午
後
2
時
～
午
後
3
時
30

分 【
第
１
部
】
な
な
つ
の
子
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト 

 

花
は
咲
く
、
ふ
る
さ
と
、
風
の
ブ
ラ

ン
コ
、
心
の
瞳
、
桜
の
栞 

ほ
か 

【
第
２
部
】
ピ
ア
ノ
演
奏 

 

Ｆ
・
リ
ス
ト
「
愛
の
夢 

第
３
番
」

独
奏 

小
松
美
智
子
氏 

 

J
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ 

「
春
の
声
」 

連
弾 

小
松
美
智
子
氏
・
花
輪
順
子
氏 

【
第
３
部
】「
な
な
つ
の
子
」
と
一
緒
に

歌
お
う 

 

 

早
春
賦
、
ど
こ
か
で
春
が
、
は
る
よ

こ
い
、
春
が
呼
ん
で
る
よ 

ほ
か 

【
場
所
】
松
林
分
館
大
集
会
室 

【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
未

就
学
児
は
保
護
者
同
伴
） 

【
定
員
】
当
日
先
着
60
人 

 

※
入
場
無
料
、
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
】
公
民
館
松
林
分
館 

              

  

 

シ
ニ
ア
の
た
め
の
！
ス
マ
ホ
教
室 

今
や
時
代
は
ス
マ
ホ
?! 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
ス
マ
ホ
）
を
使
っ
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
や
購
入
し
た
け
れ
ど
使

い
方
が
よ
く
わ
か
ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
方
を
対

象
に
、
安
全
安
心
な
ス
マ
ホ
の
使
い
方
を
学
び
ま

す
。 

※
ス
マ
ホ
（
Ｏ
Ｓ
は
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
み
）
一
人

一
台
貸
出 

【
日
時
】
3
月
3
日
（
火
） 

①
基
礎
編
（
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
み
た
い
と
考
え
て

い
る
方
） 

午
前
10
時
～
正
午 

先
着
16
人 

基
本
操
作
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
、
ア

プ
リ
の
体
験
な
ど
。 

②
応
用
編
（
ス
マ
ホ
を
既
に
持
っ
て
い
る
方
） 

 

午
後
2
時
～
午
後
4
時 

先
着
24
人 

基
本
操
作
、
文
字
入
力
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使

い
方
、
安
全
な
ア
プ
リ
の
使
い
方
、
高
齢
者
を
狙

う
犯
罪
手
口
の
紹
介
な
ど
。 

 

※
ご
自
分
の
ス
マ
ホ
は
使
用
し
ま
せ
ん
。 

【
場
所
】
公
民
館
松
林
分
館 

大
集
会
室 

【
講
師
】
携
帯
電
話
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
） 

【
対
象
】
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
市
内
在
住
、
在

勤
の
方 

  

      

                

福生市公民館のホームページ（福生市ホームページ内公民館のページ） 
市ホームページ http://www.city.fussa.tokyo.jp/「教育」→「公民館」 

今
年
活
動
10
周
年
を
迎
え
る
松
林
サ
ー
ク
ル
「
童
謡
を
歌
う
会
な
な
つ
の
子
」

と
一
緒
に
懐
か
し
い
童
謡
・
唱
歌
、
今
ど
き
の
人
気
が
あ
る
う
た
な
ど
、
み
ん

な
で
歌
い
ま
せ
ん
か
。 

ピ
ア
ノ
の
独
奏
や
連
弾
に
よ
る
演
奏
も
あ
り
ま
す
。
早
春
の
ひ
と
と
き
み
ん

な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

福生市武蔵野台 1-15-1 電話 042-552-3624 
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松
林
分
館
協
働
事
業 

 

早
春
コ
ン
サ
ー
ト 

2/28（土） 

午後 2 時 

 より  

松
林
分
館
主
催
事
業 

昨年の早春コンサートより 



発
行
・
編
集 

公
民
館
松
林
分
館 

所
在
地 

武
蔵
野
台
一
丁
目
１５
番
地
１ 

電
話 

０
４
２
・
５
５
２
・
３
６
２
４ 

 
 

「
源
氏
物
語
か
ら
み
る
女
た
ち
」 

 
 

井
上
貞
子 

 
 

い
つ
で
も
市
の
広
報
に
は
じ
っ
く
り

目
を
通
す
。
そ
こ
で
「
源
氏
物
語
か
ら
み

る
女
た
ち
」
と
い
う
講
座
が
松
林
分
館
で

あ
る
の
を
知
っ

た
。
11
月
か
ら

1
月
ま
で
の
全

六
回
で
あ
る
。 

 

私
の
年
代
の

人
は
、
若
い
頃
が

戦
争
で
学
生
は

工
場
へ
行
き
、
勉

強
ど
こ
ろ
で
は

な
か
っ
た
。 

 

数
年
前
、
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
の
源
氏
物

語
を
読
ん
だ
が
、
こ
の
講
座
を
目
に
す
る

な
り
、
友
達
を
誘
っ
て
参
加
し
た
。 

 

講
師
の
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
名
刺

に
は
、
「
源
氏
物
語
を
楽
し
む
会
」
「
女

性
力
研
究
会
」
主
宰 

藤
井
悦
子 

と
記

さ
れ
て
い
た
。 

 

先
生
は
、
十
数
年
前
か
ら
鎌
倉
を
は
じ

め
、
処
処
で
講
義
を
し
て
お
い
で
の
よ
う

だ
。
女
性
ば
か
り
の
サ
ー
ク
ル
も
あ
る
が
、

中
に
は
男
性
だ
け
の
会
も
あ
る
と
言
わ

れ
た
。 

 

講
義
は
、
紫
式
部
の
生
い
立
ち
か
ら

始
ま
り
、
華
麗
な
光
源
氏
を
通
し
て
、

平
安
貴
族
の
優
雅
な
生
活
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
た
。 

 

源
氏
物
語
は
長
編
な
の
で
そ
の
中
か

ら
、
夕
顔
・
葵
上
・
花
散
里
・
末
摘
花

等
を
抜
粋
し
て
勉
強
し
た
。 

 

先
生
は
時
々
、
ご
自
身
の
経
験
や
、

現
代
の
女
性
と
比
較
し
て
面
白
お
か
し

く
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 
六
回
の
講
座
は
あ
ま
り
に
も
短
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

先
生
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
ま
た
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま

す
。 

        

『
健
康
ハ
イ
キ
ン
グ
』 

石
毛 

和
美 

 

昨
晩
秋
、
紅
葉
美
し
い
三
頭
山
へ
の

登
山
！
期
待
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
「
健
康

ハ
イ
キ
ン
グ
」
講
座
に
参
加
い
た
し
ま

し
た
。
事
前
の
座
学
で
は
、
安
全
な
山

登
り
の
楽
し
み
方
、
山
の
気
象
、
装
備
。

実
技
に
向
け

て
の
行
程
説

明
、
注
意
事

項
な
ど
、
て

い
ね
い
な
講

義
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

参
加
者
の
顔

あ
わ
せ
も
な

さ
れ
、
実
技

へ
の
期
待
と

講
師
へ
の
信
頼
感
が
わ
き
、
次
週
が
わ

く
わ
く
と
待
た
れ
ま
し
た
。 

11
月
5
日
登
山
当
日
。
快
晴
で
は

な
い
も
の
の
ま
ず
ま
ず
の
天
候
に
恵

ま
れ
て
、
分
館
前
か
ら
市
の
バ
ス
で
い

ざ
都
民
の
森
へ
出
発
。
駐
車
場
で
準
備

体
操
を
し
な
が
ら
心
は
は
や
山
頂
へ
。

上
り
始
め
は
楽
々
散
歩
と
は
い
え
、
山

道
へ
入
る
と
息
は
あ
が
り
、
足
は
重
く

な
る
の
で
し
た
が
、
紅
葉
の
美
し
さ
、

三
頭
大
滝
の
清
冽
さ
！
清
々
し
さ
！

山
行
の
楽
し
さ
に
心
は
軽
く-

-
-
-

東

峰
、
鞘
口
峠
を
経
て
出
発
点
の
駐
車
場

へ
戻
り
整
理
体
操
の
後
、
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。
車
中
で
は
、
紅
葉
美
し
か
っ

た
山
道
を
思
い

だ
し
、
が
ん
ば

っ
た
自
分
へ
の

誇
ら
し
さ
も
あ

り
、
皆
さ
ん
の

ど
の
顔
も
輝
い

て
い
ま
し
た
。 

講
師
の
小
山

さ
ん
、
八
木
さ

ん
、
そ
し
て
サ
ポ
ー
ト
く
だ
さ
っ
た
松
林

ハ
イ
キ
ン
グ
の
会
の
会
員
の
皆
さ
ん
、
企

画
の
公
民
館
職
員
の
山
下
さ
ん
の
、
事
前

の
準
備
を
含
め
た
き
め
細
か
い
リ
ー
ド

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

    


